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★町の人口★ 人口10,109( 3）男4,802(「 13）女5,307( 16）世帯数3,436( 1 7) 63年6月末日現在 内は前月との比較です 

週
務
！
ノ
し
ー
「
、
J
メ
刊
求
且
 

ち
ょ
っ
と
日
数
が
経
っ
て
い
て
恐
縮
 

な
ん
で
す
が
、
い
ー
い
話
な
の
で
紹
介
 

し
ま
す
。
 

五
月
二
十
九
日
個
、
上
野
小
学
校
六
 

年
生
の
西
野
清
隆
君
と
五
年
生
の
小
松
 

拓
馬
君
は
、
所
属
し
て
い
る
少
年
野
球
 

チ
ー
ム
 
「
上
野
イ
ー
グ
ル
ス
」
 
で
、
ラ
 

ン
ニ
ン
グ
の
最
中
、
大
浦
池
の
横
を
走
 

っ
て
い
ま
し
た
。
二
人
が
何
気
な
く
池
 

の
方
へ
目
を
向
け
る
と
、
近
所
に
住
む
 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
が
池
で
、
足
を
す
 

べ
ら
せ
て
溺
れ
て
い
ま
す
。
 

「
ど
う
し
 

よ
う
か
」
「
自
分
た
ち
だ
け
で
は
、
ど
う
 

し
よ
う
も
な
い
」
 
二
人
の
気
持
は
少
し
 

動
揺
し
ま
し
た
。
で
も
少
し
も
慌
て
ず
 

通
り
か
か
っ
た
車
を
止
め
、
近
く
の
大
 

や
さ
し
い
心
が
 

二
つ
め
の
 
「
さ
わ
や
か
」
 
は
、
声
の
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
こ
う
書
い
て
も
何
の
 

事
か
分
ら
な
い
で
し
ょ
う
が
、
毎
月
発
 

行
さ
れ
て
い
る
広
報
「
あ
か
い
け
」
 
や
 

日
刊
紙
の
コ
ラ
ム
、
ち
ょ
っ
と
し
た
読
 

み
物
を
テ
ー
プ
に
吹
き
込
み
、
そ
れ
を
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
山
下
次
男
 

会
長
）
を
通
じ
て
、
目
の
見
え
な
い
方
 

や
、
字
の
読
み
づ
ら
い
お
年
寄
り
の
方
 

に
届
け
て
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
テ
ー
プ
に
吹
き
込
む
作
業
を
、
 

二
人
の
女
性
の
方
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

人
に
助
け
を
求
め
ま
し
た
。
 

「
お
ば
あ
 

ち
ゃ
ん
」
は
池
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
、
 

少
し
水
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
が
、
事
無
 

き
を
得
ま
し
た
。
お
手
柄
の
二
人
。
あ
 

つ
ー
い
夏
に
さ
わ
や
か
な
話
題
で
し
た
。
 

〔
 

を
一
【
し
、
．
”
中
小
七
ロ
一
」
 

dC
十
し
え
一
P
'
 ▲お手柄の西野清隆君（右）と小松拓馬君 

貴
船
の
丸
山
鈴
子
さ
ん
と
、
大
薗
多
枝
 

さ
ん
。
丸
山
さ
ん
は
五
年
程
前
か
ら
、
 

大
薗
さ
ん
は
今
年
の
一
月
か
ら
始
め
ら
 

れ
た
と
の
事
で
す
が
、
二
人
と
も
 
「原 

稿
は
何
度
も
読
み
返
し
ま
す
。
読
み
間
 

違
い
や
、
つ
か
え
な
ど
な
い
様
に
し
て
 

い
ま
す
が
、
難
し
い
で
す
ね
」
 
と
話
し
 

て
く
れ
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

読
み
や
す
く
、
分
か
り
易
い
文
章
を
心
 

掛
け
て
い
き
ま
す
の
で
…
。
 

▼これからもお願いします丸山鈴子さノu司と大薗多枝さん 

美しい町が好きです 
三
つ
め
の
 
「
さ
わ
や
か
」
 
は、 

町
内
清
掃
の
話
で
す
。
七
月
十
 

七
日
囲
、
町
営
伏
原
で
、
住
民
 

の
方
約
百
人
が
参
加
し
て
団
地
 

内
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
溝
 

掃
除
、
草
む
し
り
な
ど
午
前
八
 

時
か
ら
始
め
て
二
時
間
程
で
、
 

ト
ラ
ッ
ク
三
台
分
の
ゴ
ミ
。
汗
 

を
拭
く
タ
オ
ル
も
絞
れ
る
程
の
 

暑
さ
の
中
、
御
苦
労
下
さ
い
ま
 

し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
活
動
 

は
、
昭
和
四
十
八
年
以
来
、
毎
 

月
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

町
内
の
清
掃
、
も
う
ー
つ
の
 

話
題
は
、
同
じ
く
七
月
十
七
日
 

卿
に
赤
池
町
勤
労
者
協
議
会
 

（
柴
田
逸
郎
会
長
）
の
方
や
子
供
た
ち
 

を
含
め
て
六
十
人
が
参
加
し
て
行
っ
て
 

く
れ
た
上
野
峡
の
空
カ
ン
の
収
集
作
業
。
 

一
生
懸
命
に
集
め
た
空
カ
ン
は
、
ト
ラ
 

ッ
ク
に
山
積
み
。
「
こ
ん
な
に
あ
る
の
」
 

参
加
し
た
方
は
、
た
だ
呆
れ
る
ば
か
り
。
 

「
一
体
誰
が
こ
ん
な
に
捨
て
る
の
だ
ろ
 

う
」
本
当
に
誰
が
捨
て
る
ん
で
し
ょ
う
 

か
？
・
一
人
ひ
と
り
が
気
を
つ
け
れ
ば
、
 

「
こ
ん
な
事
し
な
く
て
も
良
い
の
に
」
 

参
加
し
た
子
供
の
声
が
聞
え
て
く
る
よ
 

う
で
す
。
 

‘御苦労さまでした。町営伏原清掃（写真右）と勤労者協議会の方の空力ン拾い 



( Z) 
⑧
 

国民健康保険税 

改定させて頂きます 

ふれあいと 
文化の町をめざして 

赤池町制駒周年 

昭
和
十
四
年
十
一
月
三
日
、
金
曜
 

日
に
赤
池
町
が
、
う
ぶ
声
を
上
げ
て
 

今
年
で
五
十
歳
。
そ
の
誕
生
か
ら
今
 

日
ま
で
の
赤
池
町
の
経
過
を
何
回
か
 

に
分
け
て
、
 

「
赤
池
町
史
」
よ
り
お
 

知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

赤
池
町
と
な
っ
た
昭
和
十
四
年
、
 

赤
池
町
は
 
「
上
野
村
」
 
で
し
た
。
こ
 

の
上
野
村
が
で
き
た
の
は
、
明
治
一
一
 

十
二
年
四
月
一
日
、
国
か
ら
の
市
町
 

村
制
の
施
行
で
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
 

上
野
村
、
鋤
木
田
村
を
「
上
野
村
」
赤
 

池
村
は
、
そ
の
ま
ま
「
赤
池
村
」
市
 

津
、
草
場
村
を
「
市
場
村
」
 
と
三
カ
 

村
に
し
、
こ
の
三
カ
村
が
、
 

「
上
野
 

村
」
と
し
て
統
合
さ
れ
、
薬
王
寺
新
 

屋
敷
に
村
役
場
を
置
き
ま
し
た
。
 

ち
な
み
に
、
こ
の
当
時
の
人
口
は
 

三
千
七
百
六
十
九
人
、
世
帯
数
は
四
 

百
八
十
五
戸
。
 

そ
れ
で
は
「
赤
池
町
史
」
 
の
行
政
 

篇
で
昭
和
十
四
年
当
時
を
偲
ん
で
み
 

ま
す
。
 

〇
消
防
組
及
び
防
護
団
を
廃
し
、
上
 

/
 

野
村
警
防
団
を
設
置
す
。
 

〇
軍
用
保
護
馬
鍛
錬
場
設
置
百
五
十
円
 

支
出
さ
れ
る
。
 

〇
名
称
変
更
町
制
施
行
さ
る
 

五
月
三
十
一
日
（
村
議
会
に
？
）
提
 

出
し
、
同
日
撤
回
、
七
月
十
二
日
村
会
 

再
提
案
、
十
一
月
三
日
決
議
さ
る
。
 

〈
赤
池
町
制
定
の
主
意
》
 

発
電
所
拡
張
、
赤
池
駅
開
設
し
、
村
 

勢
著
し
く
発
展
し
、
特
に
大
字
赤
池
駅
 

し
っ
ぴ
 

附
近
商
家
櫛
比
（
注
①
）
し
、
又
運
輸
交
 

通
は
下
田
川
の
要
衝
に
当
り
、
舗
装
道
 

路
の
完
成
と
共
に
益
々
繁
生
を
極
め
、
 

以
前
よ
り
豊
前
赤
池
町
と
し
て
公
称
さ
 

い
ん
し
ん
 

れ
、
当
時
の
股
賑
（
②
）
は
京
阪
の
地
 

に
迄
も
喧
伝
さ
れ
、
由
緒
あ
る
地
名
で
 

商
取
引
其
他
に
於
て
は
常
に
赤
池
町
と
 

記
載
し
て
往
復
し
居
る
状
況
で
、
上
野
 

村
を
赤
池
町
と
変
更
す
る
の
は
、
商
取
 

引
そ
の
他
有
利
な
る
も
の
あ
る
を
信
じ
 

町
制
の
諸
条
件
も
具
備
せ
る
と
思
考
せ
 

ら
る
る
に
依
り
弦
に
名
称
を
赤
池
町
と
 

変
更
し
、
町
制
へ
移
行
せ
ん
と
す
。
 

村
長
 
池
田
勝
三
郎
 

※
注
①
く
し
の
歯
の
よ
う
に
、
ぎ
つ
し
 

り
な
ら
ぶ
こ
と
。
②
非
常
に
に
ぎ
 

や
か
な
こ
と
、
よ
う
す
。
 

（）、太 

字
は
筆
者
。
 

昭
和
十
四
年
の
赤
池
町
の
様
子
が
 

目
に
浮
び
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
 

村
か
ら
町
に
移
行
す
る
為
に
尽
力
さ
 

れ
た
当
時
の
池
田
勝
三
郎
村
長
や
、
 

村
議
会
、
そ
れ
に
一
万
三
千
五
百
三
 

十
一
人
の
人
た
ち
の
熱
い
心
が
タ
イ
 

ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
今
に
伝
わ
っ
て
く
 

る
よ
う
で
す
。
 

ー
つ
づ
く
ー
 

初代町長 

池田勝三郎 氏 

議会だより 
昭
和
六
十
三
年
第
五
回
六
月
定
例
町
 

議
会
が
、
六
月
二
十
八
日
と
二
十
九
日
 

の
二
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

＠
昭
和
六
十
三
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
‘
八
千
百
八
十
五
万
九
千
 

円
を
追
加
補
正
し
、
予
算
総
額
を
四
十
 

一
億
七
千
七
百
六
十
四
万
五
千
円
と
な
 

り
ま
し
た
。
内
容
の
お
も
な
も
の
は
、
 

平
原
た
め
池
整
備
事
業
の
内
示
に
伴
う
 

'

?
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一 

‘
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医療費は毎年増え続‘ナています。医療費が増えると、 I 

みなさんが負担されている保険税も当然増えることになI 

るわlナです。このため今年も下の表の様に国民健康保険I 

税の税率を上げざるを得ません。医療費を少しでも節約’ 

するため次のようなことを心がけましょう。 

①まず、健康づくりです。 

②ハシゴ受診はやめて下さい。 

③大幅な割増し料金をとられる深夜、休日、時 

間外受診を避けましょう。 

改定前 改定後 

所 得 割 10(〕分の8.8 100分の9.0 

資 産 割 100分の60 100分の55 

被保険者均等割 18,000円ー → 変らず 

世 帯 平 等 割 19,000円 20,000円 

水道料金を改定させて頂きます

8月分く9月検針〉より 

水道料金（現行） 

基 本 1 

水 量 口経 

斗 金 

料 金 

超 過 料 金 

料 金 水 量 

8m'まで 

13mm 980円 

9rn'から 

1d にっき 

220円 

20mm 1,180円 

25mm 1,240円 

40mm 1,340円 

50mm 1 ,860円 

水道料金（改定， 
基 本 ， 斗 金 超 過 料 金 

水 量 口経 料 金 水 量 料 金 

8n1まで 

13mm 1,080円 

9m から 

i ポにっき 

240円 

20mm 1 ,300円 

25mm 1,380円 

40mm 1,480円 

50mm 2,060円 

) 

工
事
費
五
千
三
百
九
万
三
千
円
。
町
制
 

五
十
周
年
記
念
事
業
経
費
一
千
百
三
十
 

四
万
五
千
円
な
ど
で
す
。
 

＠
赤
池
町
集
会
所
施
設
設
置
及
び
管
理
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
 

定
‘
昭
和
六
十
二
年
度
事
業
で
新
設
 

し
た
 
「
市
場
集
会
所
」
を
赤
池
町
条
例
 

に
あ
る
別
表
に
入
れ
る
も
の
で
す
。
 

報
 

告
 

昭
和
六
十
ニ
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越
 

計
算
書
。
昭
和
六
十
ニ
事
業
年
度
赤
池
 

町
土
地
開
発
公
社
決
算
‘
又
、
五
月
一
一
 

十
三
日
か
ら
六
月
八
日
ま
で
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
昭
和
六
十
ニ
年
度
定
例
事
務
監
 

査
の
結
果
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
ま
し
 

た。 
⑥
福
祉
施
策
の
改
善
・
充
実
・
国
庫
負
 

、 

担
削
減
の
撤
回
を
求
め
る
請
願
書
‘
 

採
択
の
上
関
係
各
省
庁
に
提
出
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

＠
昭
和
六
十
三
度
し
尿
収
集
手
数
料
改
 

定
に
関
す
る
陳
情
書
‘
厚
生
委
員
会
 

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
 

一 

般
 
質
 
間
 

岡
消
費
税
導
入
の
場
合
の
赤
池
町
の
取
 

り
組
み
方
に
つ
い
て
。
 

同
国
の
納
税
者
心
理
を
考
え
な
い
一
方
 

的
な
税
制
の
導
入
は
理
解
が
で
き
な
い
。
 

国
民
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
税
制
を
期
 

待
し
て
い
ま
す
。
又
、
現
段
階
で
は
導
 

入
し
よ
う
と
し
て
い
る
税
制
そ
の
も
の
 

の
内
容
が
日
々
変
化
し
て
い
る
状
況
な
 

の
で
、
今
の
と
こ
ろ
見
通
し
が
た
ち
ま
 

せ
ん
。
 

・vvv
? 

曹古い写真を探していますゲ 

曹轟りとて、複与ミした後、お返しします。 童 
曹こ協力トさい。 

曹 ト役場、総務課、文書広報係まで 

廿 28- 2 0 0 4 (PJ , 243) 

:: r l I」 ‘ ,rI 1T 

曹 夢 

曹いっでも、どこでも、だれもが唄える新しい 曹 

雲童謡を募集しています。 

要作曲、作詞・作曲、又は譜面にならない場合 曹 

要はテープに吹き込んでお送り下さい。 

曹締切りは9月10日出です。 

曹※送り先・間い合せ 赤池町民会館】童謡祭 曹 

、 「こどもの歌」 募集係 廿28- 4 1 0 0 

葦河村光陽88 10月29日・30日童謡まつり童 
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④
 

④
 

④
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④
 

④
 

④
 

④
 健康チェックパート丑 

〇成人病検診◇胸写（結核検謝、問診、身体 

計測、血圧、検尿、他にもあ 

ります。 

〇婦人ガン検診◇子宮ガン、乳ガン検診 

〇乳ガンの自己検診法C言〉検診の待ち時間に自 

己検診法を実技指導 

〇肺ガンコーナー◇胸部x線写真と略疾による 

る検査 

0 講演会◇講師、町立病院医師（蒜鎌姦） 

※他にも健康相談のコーナーなど、いろいろ 

なコーナーが盛り沢山あります。 

レ9月4 日（日）午前10時から午後3時まで 

レ場所は町民会館で行います。 

参加して下さ 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
曾
 

回
町
制
五
十
周
年
の
意
義
に
つ
い
て
。
 

同
昭
和
の
激
動
期
、
石
炭
ェ
ネ
ル
ギ
ー
 

変
革
に
よ
る
赤
池
町
の
荒
廃
、
そ
れ
等
 

の
中
で
、
赤
池
町
の
町
制
を
支
え
て
こ
 

ら
れ
た
先
人
の
方
た
ち
に
厚
く
敬
意
を
 

表
し
ま
す
。
そ
し
て
新
し
い
町
づ
く
り
 

を
「
ふ
れ
あ
い
と
文
化
の
ま
ち
」
 
と
い
 

う
テ
ー
マ
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
 

て
い
ま
す
。
 
又
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
 

ト
を
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
 
一
人
で
も
 

多
く
の
町
民
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
 

努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
 

同
町
の
活
性
化
に
伴
う
町
民
の
参
加
に
 

つ
い
て
 

同
い
ろ
い
ろ
な
町
や
村
が
、
活
性
化
の
 

た
め
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
 

れ
ら
の
内
容
を
、
そ
の
ま
ま
赤
池
町
に
 

あ
て
は
め
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
町
 

の
活
性
化
の
為
、
町
づ
く
り
委
員
会
を
 

役
場
の
職
員
八
名
で
構
成
。
 

「
輝
く
会
」
 

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
長
い
眼
で
 

見
守
っ
て
や
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

岡
支
所
長
、
駐
在
員
の
有
機
的
な
運
営
 

に
つ
い
て
 

岡
支
所
長
、
駐
在
員
の
方
に
御
苦
労
を
 

お
か
け
し
て
町
行
制
が
円
滑
に
行
わ
れ
 

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
組
内
の
人
た
ち
 

の
世
話
を
し
て
下
さ
る
と
い
う
こ
と
は
 

大
変
な
労
力
を
必
要
と
し
、
自
発
的
に
 

こ
の
役
を
引
き
受
け
て
下
さ
る
と
い
う
 

方
も
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
、
 

町
行
政
が
今
ま
で
以
上
に
円
滑
に
行
わ
 

れ
る
為
に
は
、
ど
の
様
に
す
れ
ば
良
い
 

の
か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
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国立公園クリーンデー（環境庁） 
食品衛生週間― 1日～7日（厚生省） 



」
 

⑤
 

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
ろ
う
 

4
団
体
懇
談
ム
云
 

7
月
5

日
、
赤
池
町
同
和
対
策
中
央
 

研
修
所
で
4
団
体
（
地
区
公
連
・
子
育
連
 

・
補
導
連
・
3
校
P
T
A
連） 

80 

名
が
参
 

生
き
が
い
と
健
康
を
願
っ
て
 

ー

養

命

大

学

開

講

ー

 

7
月
7

日
、
高
齢
者
の
よ
り
充
実
し
 

た
人
生
を
送
る
た
め
に
、
今
年
も
養
命
 

大
学
講
座
が
町
民
会
館
で
開
講
し
ま
し
 

た
。
毎
年
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
 

は
百
 20
 

名
の
方
が
元
気
に
受
講
さ
れ
ま
 

し
た
。
毎
月
2
回
（
第
1

、
第
3
木
曜
 

日） 

11
 

月
ま
で
の
計
 10 

回
の
講
座
で
す
 

が
、
午
前
中
は
一
般
教
養
的
な
講
話
を
 

全
員
が
受
講
し
、
午
後
か
ら
園
芸
、
民
 

謡
、
陶
芸
、
民
舞
の
4

コ
ー
ス
に
各
々
 

が
分
か
れ
、
趣
味
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
 

な
講
座
と
な
っ
て
い
ま
す
。
長
寿
社
会
 

を
迎
え
た
い
ま
、
老
後
を
実
り
あ
る
充
 

実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
学
習
 

加
し
懇
談
会
が
【
写
真
】
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

夏
休
み
を
控
え
、
子
ど
も
の
生
活
指
 

導
や
指
導
体
制
を
地
域
で
は
、
ど
の
よ
 

う
に
取
り
組
み
、
青
少
年
の
健
全
育
成
 

を
図
る
か
を
討
議
の
柱
と
し
て
進
め
ら
 

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
田
川
警
察
署
少
 

年
課
の
西
村
課
長
を
招
き
、
田
川
郡
内
 

の
少
年
非
行
の
実
態
や
子
ど
も
の
心
理
、
 

補
導
対
策
等
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
 

た。 初
め
て
の
懇
談
会
だ
っ
た
の
か
、
あ
 

ま
り
意
見
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
最
後
 

に
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
成
は
地
域
ぐ
 

る
み
で
図
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
、
第
 

一
回
目
の
懇
談
会
は
終
了
し
ま
し
た
。
 

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
 
こ
 

の
講
座
が
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。
 ト63年開講式 

市
場
姉
妹
対
決
今
年
も
 

7
区
に
軍
配
 

7
月
 

25 

日
、
本
年
度
の
子
ど
も
 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
女
子
フ
 

ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
は
町
 

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
悲
願
の
初
V
 

剣
道
・
バ
ド
III
ン
ト
ン
も
田
川
制
覇
 

) 第27回 

郡体 

香
春
町
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
て
た
第
 27 

回
郡
民
体
育
大
会
も
大
半
の
競
技
 

を
終
え
、
残
す
と
こ
ろ
今
月
 21 

日
行
わ
れ
る
陸
上
競
技
だ
け
と
な
っ
た
。
本
町
 

よ
り
出
場
し
た
選
手
団
の
頑
張
り
も
例
年
に
な
く
目
立
つ
大
会
と
な
っ
た
。
 

本
町
選
手
団
（
団
長
大
島
勇
夫
体
協
 

会
長
）
百
 35
 

名
は
、
郡
体
好
成
績
を
目
 

指
し
て
、
各
専
問
部
と
も
例
年
よ
り
、
 

早
く
強
化
練
習
を
始
動
し
た
こ
と
が
、
 

好
成
績
を
生
む
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
 

日
野
町
長
も
本
年
は
御
夫
婦
で
各
会
場
 

に
応
援
に
来
ら
れ
、
体
協
役
員
、
チ
ー
 

ム
メ
ー
ト
と
共
に
応
援
、
選
手
も
、
実
 

力
を
十
分
に
発
揮
し
、
優
勝
戦
へ
と
勝
 

ち
進
ん
だ
。
上
位
入
賞
は
次
の
と
お
り
。
 

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
総
合
優
勝
・
一
般
 

女
子
優
勝
・
壮
年
男
子
優
勝
・
一
般
男
 

子
準
優
勝
【
卓
球
】
総
合
、
2
位
▲
一
 

般
の
部
準
優
勝
・
青
年
の
部
準
優
勝
▲
 

個
人
戦
、
 

一
般
男
子
●
日
高
景
年
・
同
 

女
子
●
平
川
紀
美
子
・
青
年
男
子
●
樋
 

口
俊
治
・
同
女
子
●
今
村
佳
世
 

【
剣
道
】
総
合
、
2
位
△
一
般
男
子
優
 

勝
△
個
人
戦
、
五
段
の
部
●
武
末
一
郎
 

・
四
段
の
部
●
浜
崎
孝
一
・
二
段
の
部
 

●
建
部
高
明
 

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
 

一 

般
女
子
優
勝
 

前
号
で
「
つ
く
ら
れ
た
部
落
の
歴
史
」
 

に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
 

今
回
は
「
部
落
の
暮
し
」
 
に
つ
い
て
述
 

べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

〇
村
を
さ
さ
え
る
被
差
別
身
分
の
役
割
 

き
ょ
う
ほ
 

亨
保
年
間
の
頃
に
な
る
と
、
田
川
の
 

百
姓
た
ち
の
中
に
、
重
い
年
貢
に
耐
え
 

き
れ
ず
、
土
地
を
捨
て
て
逃
げ
る
者
が
 

で
て
き
ま
し
た
。
更
に
亨
保
の
大
き
き
 

ん
に
よ
っ
て
、
五
人
に
一
人
と
云
う
多
 

く
の
百
姓
が
死
ん
で
行
き
ま
し
た
。
当
 

時
は
、
年
貢
を
村
単
位
で
納
め
て
い
た
 

た
め
、
残
っ
た
百
姓
の
負
担
は
更
に
重
 

人権学習 

く
な
り
、
耕
し
手
の
な
い
田
や
畑
が
増
 

え
、
村
が
崩
壌
し
は
じ
め
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
、
小
倉
藩
は
、
こ
の
労
働
不
 

足
を
お
ぎ
な
う
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
 

を
打
っ
た
。
結
果
的
に
は
「
作
方
便
利
 

人」 

と
し
て
、
フ
え
た
・
ひ
に
ん
」
 
の
身
 

分
の
人
び
と
の
労
働
力
を
百
姓
に
代
っ
 

て
、
農
業
労
働
者
と
し
て
導
入
し
て
い
 

き
ま
し
た
。
差
別
的
な
身
分
は
そ
の
ま
 

ま
で
、
つ
ま
り
「
え
た
身
分
の
農
業
専
 

業
者
が
、
年
を
追
っ
て
領
内
各
地
の
農
 

村
に
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
農
村
で
は
え
た
 

I TtrrIm“，、国 7 月24日午後5時、NHKTV か 

iiま戒み’ ら”かもめのすいへいさん月といフ 

ー“ー一＝一 赤池少年少女合唱団の歌声が流れた。 

50周年を機に発足した合唱団は、結成わずか2 ケ月、 

「むなかた童謡フエスティバル」【写真】に向けての猛練習 

に耐え見事宗像の音楽大ホールにその声をとどろかせ 

全国に赤池町を胸張って紹介した。生まれたばかりの 

合唱団がここまでやれたのは、指導者の熱意と、子ど 

も達のフアイトがあったからだ。 

童謡まつりには、もっとすばらしい歌声を聞かせて 

くれるであろう。子ども達をみんなの力で育てよう。 

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明
完
成
に
伴
い
、
初
 

の
試
み
で
ナ
イ
タ
ー
開
催
と
な
っ
た
。
 

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
、
 

町
内
子
ど
も
会
5

チ
ー
ム
が
参
加
、
大
 

勢
の
応
援
者
の
見
守
る
中
試
合
が
行
わ
 

れ
た
。
選
手
達
は
、
観
衆
の
声
援
を
よ
 

そ
に
マ
イ
ペ
ー
ス
の
試
合
運
び
、
決
勝
 

は
昨
年
と
同
じ
カ
ー
ド
と
な
り
、
決
勝
 

戦
に
ふ
さ
わ
し
く
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
が
 

展
開
さ
れ
、
7
区
オ
リ
オ
ン
が
最
終
回
 

の
攻
撃
で
、
8
区
竹
の
子
を
寄
り
切
り
、
 

見
事
“
V
2

）
を
達
成
し
た
。
 

20 

支
所
A
が
 13 

支
所
を
振
 

町
ゲ
 

り
切
り
上
期
優
勝
を
果
す
 
ー
ト
ボ
 

ー
ル
（
清
原
義
則
会
長
）
は
、
7
月
 15
 

日
に
上
期
の
リ
ー
グ
戦
を
終
り
ま
し
た
。
 

リ
ー
グ
戦
は
、
前
年
度
優
勝
 13 

支
所
を
 

中
心
に
、
展
開
さ
れ
た
が
、
中
盤
混
戦
 

の
中
か
ら
ぬ
け
出
た
 20 

支
所
A

が
各
チ
 

ー
ム
を
振
り
切
り
、
久
し
振
り
の
リ
ー
 

グ
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
準
優
勝
 13
 

支
 

所
、
尚
、
後
期
リ
ー
グ
戦
は
7
月
 26 

日
 

か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

N
H
K
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
 

8
月
 16 

日
（
火
）
開
催
 

▼
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
午
前
6
時
s
 

「
コ
ー
ヒ
ー
ー
杯
で
学
 

習
を
“
”
」
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
 

ー
ズ
に
、
町
民
学
習
ネ
ッ
 

ト
ワ
ー
ク
事
業
を
行
っ
て
 

お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
 

利
用
度
が
低
い
の
が
現
状
で
す
。
 

高
い
月
謝
を
払
い
、
遠
く
に
あ
る
カ
 

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
等
に
通
う
よ
り
、
 

町
内
在
住
指
導
者
の
指
導
で
、
近
所
の
 

親
し
い
人
達
と
ワ
イ
ワ
イ
と
世
間
話
を
 

し
な
が
ら
お
互
い
を
高
め
合
い
、
コ
ミ
 

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
た
方
が
大
変
 

得
な
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

現
在
指
導
者
に
は
、
料
理
・
水
墨
画
 

・
洋
画
・
折
紙
・
ョ
ガ
等
の
分
野
の
方
 

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

「
私
達
は
、
（
又
v
を
習
い
た
い
」
と
 

身
分
の
人
び
と
と
百
姓
身
分
の
人
び
と
 

が
一
緒
に
な
っ
て
、
農
業
専
業
者
と
し
 

て
働
き
、
崩
壌
し
か
け
た
農
村
を
み
ん
 

な
で
、
力
を
合
せ
て
い
き
ま
し
た
。
 

〇
部
落
の
人
々
が
果
し
た
生
産
労
働
の
 

歴
史
 

こ
う
し
て
、
農
業
を
専
業
と
す
る
部
 

落
の
人
び
と
は
、
貧
困
か
ら
ぬ
け
出
す
 

た
め
、
ま
た
見
下
げ
ら
れ
、
い
や
し
め
 

ら
れ
る
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
、
 

ど
ん
な
不
利
な
条
件
で
も
ど
ん
ど
ん
農
 

業
に
参
加
し
 
「
生
産
」
と
「
労
働
」
の
 

か
が
や
か
し
い
歴
史
を
つ
く
り
上
げ
て
 

い
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
差
別
を
克
服
 

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
日
常
的
な
 

た
た
か
い
で
あ
っ
た
と
云
え
る
で
し
ょ
 

・フ。 

ノ 

言
っ
た
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
、
 

町
民
会
館
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。
 

。
町
民
会
館
 28 

1
4
1
0
0
 

表
1
4
1
0
0
 

本
と
の
出
合
い
②
 

文
学
が
好
き
だ
っ
 

た
親
の
子
ど
も
が
、
 

文
学
を
好
む
と
は
限
 

カ
ノ
、
、
に
 

り
ま
せ
ん
o
 

小
さ
 

い
頃
、
本
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
 

た
母
親
が
、
自
分
の
分
ま
で
も
と
願
い
 

殖
 

▲
“
カ
キ
ー
ン
）
と
金
属
音
。
 

今
年
も
又
、
甲
子
園
の
季
節
を
 

迎
え
た
が
、
天
候
は
つ
ゆ
明
け
 

沖
．
と
同
時
に
、
も
ど
り
つ
ゆ
。
し
 

婦
 

か
し
、
甲
子
園
を
目
指
す
高
校
 

球
児
は
、
熱
闘
の
毎
日
が
続
く
。
勝
っ
 

て
涙
し
、
敗
け
て
涙
す
る
姿
。
全
力
を
 

出
し
き
っ
た
勝
者
、
敗
者
に
素
晴
し
い
 

青
春
群
像
を
見
た
。
両
者
に
エ
ー
ル
を
 

贈
り
た
い
も
の
だ
▲
夏
の
夜
の
フ
ァ
ン
 

タ
ジ
ー
。
近
隣
の
市
町
村
で
は
、
花
火
 

大
会
が
開
催
さ
れ
、
夜
空
に
打
上
げ
ら
 

れ
る
花
火
は
人
々
の
心
を
魅
了
す
る
芸
 

術
で
あ
り
ま
す
。
 
一
瞬
の
涼
を
求
め
る
 

た
め
、
職
人
は
冬
に
丹
精
こ
め
た
心
を
 

花
火
と
と
も
に
夏
に
贈
る
▲
今
年
の
郡
 

体
は
、
体
協
各
部
が
燃
え
て
い
る
。
バ
 

ド
ミ
ン
ト
ン
、
剣
道
に
続
き
、
 
一
般
女
 

子
バ
レ
ー
も
優
勝
、
バ
ド
、
剣
道
は
全
 

国
大
会
出
場
選
手
が
主
力
。
し
か
し
、
 

バ
レ
ー
は
、
バ
レ
ー
好
き
な
マ
マ
さ
ん
 

達
が
母
親
、
妻
と
し
て
ガ
ン
バ
リ
な
が
 

ら
、
部
結
成
 15 

年
目
の
結
晶
を
今
、
開
 

花
し
た
。
赤
池
マ
マ
さ
ん
初
の
県
体
出
 

場
“
お
め
で
と
う
）
▲
町
内
で
は
 10 

月
 

29 

日、 

30 

日
に
開
催
さ
れ
る
童
謡
ま
つ
 

り
を
町
民
の
手
で
と
、
地
区
公
民
館
連
 

合
会
が
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
「
童
謡
館
』
 

を
販
売
。
目
標
は
千
瑚
ケ
ー
ス
に
、
役
 

員
さ
ん
は
毎
日
、
顔
を
つ
き
合
せ
、
目
 

標
に
向
け
て
の
計
画
づ
く
り
に
こ
の
夏
 

燃
え
て
い
る
▲
情
熱
を
燃
し
な
が
ら
た
 

ど
り
つ
い
た
道
。
数
多
く
の
ド
ラ
マ
を
 

作
り
、
人
々
は
ま
た
歩
み
だ
す
。
 

を
こ
め
て
、
当
時
二
年
生
だ
っ
た
男
の
 

子
に
 
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
「
白
 

雪
姫
」
「
白
鳥
の
王
子
」
な
ど
を
読
ん
で
 

や
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
「
ぼ
く
本
読
 

ま
ん
、
姫
の
話
も
う
嫌
」
 
と
言
っ
て
怒
 

り
だ
し
、
読
書
拒
否
反
応
を
示
す
ま
で
 

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、
読
書
の
 

喜
び
を
知
ら
せ
た
い
親
の
願
い
も
台
無
 

し
で
す
。
ど
う
か
、
子
ど
も
の
選
ぶ
本
 

を
読
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

~人の心の 

~ 豊かさを 
Lーもとめて 

もどり梅雨のた 

め、暑さを忘れた 

この夏、それでも 

子ども達はおかま 

いなし。連日町民 

プールに足を運び、 

無邪気な声が周辺 

ち響き渡ります。 

澄んだ瞳で一所懸 

命に遊ぶ子ども達、 

私達もその姿に失 

いかけた何かを取 

り戻す事が出来る 

のでは 

今
後
の
広
報
啓
発
の
中
で
「
え
た
、
 

ひ
に
ん
」
ど
い
う
封
建
身
分
や
被
差
別
 

部
落
を
略
し
た
用
い
方
で
「
部
落
」
と
 

い
う
用
語
を
用
い
て
い
ま
す
。
・
現
在
の
 

民
生
主
義
社
会
に
お
い
て
】
は
用
い
方
に
 

村
と
し
て
年
貢
が
払
え
ず
崩
壌
し
か
 

け
て
い
た
村
に
お
け
る
こ
う
し
た
低
い
 

身
分
の
人
々
の
め
ざ
ま
し
い
働
き
ぶ
り
 

‘
と
、
村
の
た
め
に
果
し
た
生
産
は
、
村
 

人
た
ち
に
救
世
主
の
よ
う
に
、
有
難
い
 

も
の
と
し
て
感
謝
さ
れ
た
は
ず
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
 

「
え
た
」
 

身
分
の
ま
ま
農
業
専
業
者
に
さ
れ
た
人
 

た
ち
も
、
農
村
共
同
体
の
中
で
は
「
え
 

た」 

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
な
く
、
「
え
た
 

百
姓
」
、
さ
ら
に
は
 
「
新
百
姓
」
 
と
呼
ば
 

よ
っ
て
人
権
侵
害
（
差
別
）
に
つ
な
が
 

る
よ
う
な
用
語
は
避
け
る
べ
き
で
す
が
 

学
習
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
や
 

む
を
爆
ず
用
い
た
も
の
で
す
。
そ
の
点
 

を
＋
分
ご
認
識
の
上
、
学
習
を
よ
り
深
 

め
で
く
だ
さ
い
。
 

れ
、
村
の
中
で
の
評
価
や
地
位
が
高
め
 

ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
 

ー
今
月
の
解
放
講
座
ー
 

と
 

き
 

8
月
 24 

日
（
水
曜
日
）
 

と
こ
ろ
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
み
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
是
非
ど
う
ぞ
。
 



ゆ
 

健
康
診
断
を
受
け
よ
う
 

赤
池
町
立
病
院
内
科
医
長
 

武
富
 
章
 

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
毎
年
調
査
の
 

た
び
に
延
び
て
い
ま
す
。
寿
命
が
延
び
 

る
と
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
老
齢
人
口
 

も
増
え
て
き
ま
す
。
 

「
世
界
一
の
長
寿
 

国
」
と
も
て
は
や
さ
れ
、
長
生
き
を
す
 

る
こ
と
は
確
か
に
よ
い
こ
と
に
は
違
い
 

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
日
本
の
お
年
寄
 

り
た
ち
が
本
当
に
自
分
の
生
活
に
満
足
 

し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
精
神
的
に
 

も
肉
体
的
に
も
健
康
な
毎
日
を
送
っ
て
 

い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
さ
 

さ
か
疑
問
で
す
。
特
に
成
人
病
と
呼
ば
 

れ
て
き
た
様
々
な
疾
患
と
全
く
無
縁
で
 

い
る
お
年
寄
り
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
は
 

ず
で
す
。
 
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
の
た
め
に
 

腰
は
曲
が
り
、
度
重
な
る
運
動
不
足
の
 

た
め
に
肥
満
し
て
膝
を
痛
め
、
脳
の
血
 

管
が
少
し
ず
つ
つ
ま
っ
て
手
は
振
る
え
 

誕
を
た
ら
し
心
臓
に
も
十
分
な
血
液
が
 

送
れ
な
い
た
め
に
、
た
い
し
た
坂
道
で
 

も
な
い
の
に
登
り
終
る
と
狭
心
症
を
起
 

こ
し
、
と
い
っ
た
ふ
う
に
日
常
生
活
を
 

送
る
う
え
で
重
大
な
支
障
を
き
た
し
て
 

い
る
老
人
が
あ
ま
り
に
も
多
い
の
で
す
。
 

人
間
も
生
物
で
あ
る
以
上
、
そ
の
肉
体
 

は
い
つ
ま
で
も
不
滅
で
あ
る
わ
け
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
生
き
て
 

い
る
以
上
は
、
な
る
だ
け
健
康
で
充
実
 

し
た
人
生
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。
成
 

人
病
に
よ
っ
て
日
常
生
活
動
作
が
大
幅
 

に
制
限
さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
す
 

一
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
七
月
十
六
日
現
在
 

【
香
典
返
し
】
渡
部
弘
美
（
伏
原
）
〇
近
 

藤
ケ
イ
子
（
常
福
）
〇
徳
永
ッ
子
（
松
本
）
 

〇
旧
高
博
子
（
草
場
）
〇
十
時
窯
元
（
皿
 

山
）
〇
安
永
キ
ョ
ノ
（
本
町
）
〇
十
時
ァ
 

サ
ォ
（
皿
山
）
〇
八
隅
久
雄
（
草
場
）
〇
会
 

津
輝
弥
（
下
町
）
〇
永
田
シ
ズ
子
（
伏
原
）
 

以
上
十
件
で
総
額
三
十
一
万
円
で
す
。
 

【
寄
附
】
早
麻
豊
廿
五
万
円
〇
十
時
ァ
 

サ
オ
廿
八
千
円
〇
九
光
石
油
廿
五
千
円
 

〇
匿
名
の
方
七
名
廿
三
万
二
千
円
〇
ゲ
 

ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
ー
一
万
円
 

【
古
切
手
】
藤
井
薬
局
ー
千
百
四
枚
 

【
特
別
賛
助
会
費
】
（
一
口
一
万
円
）
赤
 

池
町
役
場
係
長
会
ー
十
口
〇
太
田
達
彦
 

廿
一
口
 

【
賛
助
会
費
】
（
一
ロ
千
円
）
亀
谷
徳
光
 

甘
三
口
〇
沢
永
孝
美
l

一
口
p
平
元
一
 

予
防
・
相
談
・
検
診
 

◆
乳
児
保
育
相
談
 

九
日
因
 
町
民
会
館
 
10 

時
ー
 11 

時
 

〇
対
象
者
 
生
後
4

・7

・ 
10
 

カ
月
 

【
お
わ
び
】
衛
生
行
事
表
は
八
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
注
意
し
て
下
さ
い
ロ
 

◆
三
種
混
合
 

十
九
日
団
 
町
民
会
館
 

13
 

時
 30
 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

o
対
象
者
 
生
後
 24
 

カ
月
ー
 48 

カ
月
 

◆
ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
 

二
十
三
日
因
 
町
民
会
館
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べ
て
 
「
年
の
せ
い
」
 
に
し
て
し
ま
う
の
 

は
あ
ま
り
に
も
寂
し
い
感
じ
が
し
ま
す
。
 

現
に
八
十
歳
、
九
十
歳
に
な
っ
て
も
日
 

常
生
活
に
そ
れ
ほ
ど
不
便
を
感
じ
て
い
 

な
い
老
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
 

ら
、
や
り
方
次
第
で
は
あ
な
た
に
も
、
 

「
健
か
に
老
い
る
」
 
こ
と
が
で
き
る
は
 

ず
で
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
日
本
人
の
三
大
死
因
と
 

音lu
わ
れ
て
い
る
の
は
ど
ん
な
病
気
か
御
 

存
知
で
す
か
？
・
各
種
の
ガ
ン
、
脳
卒
中
、
 

心
臓
病
の
三
つ
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
 

こ
れ
ら
の
病
気
の
発
生
を
予
防
し
、
ま
 

た
も
し
病
気
が
起
こ
っ
て
い
た
ら
、
そ
 

れ
を
早
期
に
発
見
し
て
早
期
に
治
療
す
 

る
と
い
う
こ
と
が
 
「
老
い
ぽ
れ
な
い
」
 

た
め
に
重
要
な
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
 

さ
て
、
こ
れ
ら
の
成
人
病
は
生
活
習
 

慣
の
悪
化
や
食
習
慣
の
み
だ
れ
な
ど
が
 

大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
以
前
か
 

ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
動
脈
 

硬
化
性
疾
患
で
あ
る
脳
卒
中
と
心
臓
病
 

（
虚
血
性
心
臓
病
）
か
ら
お
話
し
ま
し
 

ょ
う
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
高
血
圧
や
糖
 

尿
病
と
の
関
連
が
非
常
に
強
く
、
い
ず
 

れ
も
現
代
社
会
の
ス
ト
レ
ス
や
西
洋
化
 

し
た
生
活
習
慣
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
 

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
危
険
因
 

子
で
あ
る
高
血
圧
や
糖
尿
病
を
き
ち
ん
 

と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
動
脈
硬
 

化
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
ひ
い
 

て
は
脳
卒
中
や
心
臓
病
の
発
生
を
食
い
 

止
め
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
と
 

こ
ろ
で
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
に
特
有
の
 

症
状
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
・
答
え
は
 

「
ノ
ー
」
 
で
す
。
ど
ち
ら
も
初
期
に
は
 

な
ん
の
症
状
も
で
な
い
の
が
普
通
な
の
 

で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
放
置
し
て
 

お
く
と
一
瞬
に
し
て
半
身
不
随
に
な
っ
 

て
し
ま
う
脳
卒
中
や
、
致
命
率
の
高
い
 

心
筋
梗
塞
な
ど
の
恐
ろ
し
い
病
気
に
な
 

る
可
能
性
が
非
常
に
高
く
な
る
の
で
す
。
 

高
血
圧
に
せ
よ
、
糖
尿
病
に
せ
よ
、
自
 

覚
症
状
に
乏
し
い
の
が
特
徴
な
の
で
す
 

か
ら
、
自
分
で
発
見
す
る
の
は
ほ
と
ん
 

ど
不
可
能
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
 

そ
こ
で
必
要
と
な
る
の
が
 
「
健
康
診
断
」
 

な
の
で
す
。
し
か
し
健
診
で
血
圧
が
高
 

か
っ
た
り
、
血
糖
値
が
高
か
っ
た
り
し
 

て
も
、
そ
れ
が
即
、
あ
な
た
が
高
血
圧
 

で
あ
り
糖
尿
病
で
あ
る
と
決
め
つ
け
て
 

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

「
健
診
 

に
行
く
と
す
ぐ
病
気
に
さ
れ
る
」
 
と
お
 

っ
し
ゃ
る
方
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
 

あ
く
ま
で
も
健
診
は
病
気
を
早
期
に
発
 

見
す
る
た
め
の
「
ふ
る
い
分
け
」
を
行
 

う
の
が
目
的
な
の
で
す
か
ら
、
「
も
し
健
 

診
で
異
常
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
別
 

の
医
療
機
関
で
き
ち
ん
と
し
た
精
密
検
 

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
」
 
と
い
う
の
が
 

健
診
を
行
う
側
か
ら
の
切
実
な
お
願
い
 

な
の
で
す
。
だ
か
ら
、
も
し
健
診
で
異
 

常
値
が
出
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
の
検
 

査
で
本
当
は
病
気
で
は
な
か
っ
た
と
い
 

う
こ
と
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
あ
な
た
 

の
健
康
状
態
に
よ
り
質
の
高
い
情
報
が
 

得
ら
れ
た
の
だ
と
前
向
き
に
考
え
て
も
 

ら
い
た
い
の
で
す
。
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13 
時
 30 

分
ー
 14
 

時
 30 

分
 

〇
対
象
者
 
生
後
3

カ
月
1
4
歳
未
満
 

◆
B

・C

・G 

二
十
五
日
困
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14
 

時
 30 

分
 

〇
対
象
者
 

ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
判
定
 

陰
性
の
方
 

◆
献
 
血
 

一
一
十
」
ハ
日
園
 

10 

時
ー
 13 

時
（
赤
池
商
事
前
）
 

14
 

時
ー
 16 

時
（
役
場
横
旧
第
二
公
民
 

館
横
）
 

老齢福祉年金 

受給者のみなさん 

国
民
年
金
証
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
 

あ
な
た
は
、
八
月
支
払
い
（
八
月
十
 

一
日
支
払
開
始
）
の
年
金
を
受
け
取
り
 

ま
し
た
か
？
・
指
定
の
郵
便
局
で
年
金
を
 

受
け
取
ら
れ
た
ら
、
八
月
中
に
国
民
年
 

金
証
書
を
役
場
年
金
係
に
提
出
し
ま
し
 

よ
う
。
 

国
民
年
金
証
書
を
提
出
し
ま
せ
ん
と
 

次
回
か
ら
年
金
が
受
け
取
れ
ま
せ
ん
の
 

で
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
下
 

さ
い
。
 

★
ふ
た
つ
の
年
金
を
受
け
て
は
い
ま
せ
 

ん
か
 

厚
生
年
金
保
険
や
恩
給
な
ど
の
年
金
 

を
受
け
て
い
る
人
は
、
老
齢
福
祉
金
の
 

支
払
い
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
 

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
は
、
国
民
年
 

金
証
書
と
一
緒
に
厚
生
年
金
保
険
や
恩
 

給
な
ど
の
年
金
証
書
と
、
最
近
の
年
金
 

額
改
定
通
知
書
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
 

届
け
出
を
し
な
い
で
両
方
か
ら
年
金
 

を
受
け
て
い
る
人
は
、
年
金
を
受
け
始
 

め
た
と
き
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
返
し
て
 

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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次
に
ガ
ン
の
健
診
に
つ
い
て
お
話
し
 

ま
し
ょ
う
。
現
在
、
日
本
人
の
癌
死
亡
 

の
う
ち
で
最
も
多
い
の
は
胃
癌
、
次
に
 

多
い
の
は
肺
癌
で
す
が
、
今
世
紀
中
に
 

は
肺
癌
が
ト
ッ
プ
に
な
り
肝
臓
癌
や
乳
 

癌
の
割
合
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
 

す
。
癌
は
や
は
り
恐
い
病
気
で
す
。
何
 

し
ろ
自
分
の
身
体
の
中
で
自
分
の
肉
体
 

を
む
し
ば
む
細
胞
の
塊
が
勝
手
に
増
殖
 

し
て
い
く
の
で
す
か
ら
。
し
か
し
、
早
 

期
に
発
見
さ
れ
た
場
合
は
完
全
に
治
す
 

こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
た
 

と
え
ば
胃
癌
の
場
合
、
早
期
癌
の
手
術
 

症
例
の
う
ち
五
年
生
存
率
は
す
で
に
九
 

十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
も
あ
り
、
も
は
や
 

五
年
と
い
わ
ず
十
年
生
存
率
で
勝
負
す
 

る
時
代
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
他
の
癌
 

に
つ
い
て
も
同
様
に
、
「
早
期
に
発
見
す
 

れ
ば
」
予
後
は
明
る
い
見
通
し
が
立
っ
 

て
き
ま
し
た
。
症
状
が
出
る
前
に
発
見
 

で
き
れ
ば
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
そ
 

の
御
家
族
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
幸
 

い
な
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
逆
説
的
な
 

言
い
方
に
な
り
ま
す
が
、
「
癌
に
な
っ
た
 

の
は
運
が
悪
い
け
れ
ど
、
早
期
に
見
つ
 

か
っ
て
お
め
で
と
う
」
 
と
言
え
る
日
が
 

日
本
で
も
遠
か
ら
ず
到
来
す
る
の
で
は
 

な
い
で
し
ょ
う
か
。
各
地
で
実
施
さ
れ
 

て
い
る
ガ
ン
検
診
が
癌
の
早
期
発
見
に
 

大
い
に
役
立
っ
て
い
る
現
実
を
考
え
れ
 

ば
、
「
癌
は
見
つ
か
っ
た
時
は
ど
う
せ
手
 

遅
れ
だ
か
ら
自
分
は
検
診
を
受
け
な
い
」
 

な
ど
と
悠
長
な
こ
と
は
言
っ
て
お
れ
な
 

い
は
ず
で
す
が
、
い
か
が
で
す
か
？
・
 

お
元
気
で
す
か
保
健
婦
で
す
 

▼
町
民
ま
る
ご
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
パ
ー
 

ト
I

「
家
庭
看
護
コ
ー
ナ
ー
」
▲
 

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
 75 

才
、
女
 

81 

才
と
長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。
赤
池
 

町
も
老
人
人
口
が
全
国
平
均
 10 

パ
ー
セ
 

ン
ト
に
比
べ
 15 

パ
l

セ
ン
ト
と
高
く
な
 

っ
て
い
ま
す
。
（
昭
和
 60 

年
国
勢
調
査
）
 

し
か
し
、
み
ん
な
健
康
で
長
生
き
と
 

は
言
え
ず
、
病
人
や
半
病
人
の
方
が
増
 

加
し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
そ
こ
で
 

町
民
ま
る
ご
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
パ
ー
ト
 

且
の
催
し
物
に
 
「
家
庭
看
護
コ
ー
ナ
ー
」
 

を
設
け
、
病
人
や
ね
た
き
り
老
人
の
看
 

護
に
つ
い
て
町
立
病
院
の
看
護
婦
さ
ん
 

や
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
 

実
技
指
導
を
致
し
ま
す
。
内
容
は
衣
類
、
 

寝
具
の
取
り
扱
い
や
、
体
を
清
潔
に
保
 

つ
為
の
体
の
拭
き
方
、
入
浴
、
足
浴
、
 

洗
髪
の
方
法
等
で
す
。
又
看
護
す
る
上
 

で
一
番
気
に
な
る
の
が
床
ず
れ
で
す
。
 

出
来
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
 

ら
よ
い
の
か
？
・
出
来
て
し
ま
っ
て
か
ら
 

の
手
当
の
仕
方
等
、
日
頃
の
経
験
を
、
 

大
い
に
生
か
し
て
紹
介
し
ま
す
。
隣
の
 

コ
ー
ナ
ー
で
は
最
新
型
電
動
式
患
者
用
 

ベ
ッ
ト
、
介
護
器
具
、
衣
類
、
用
便
器
 

等
実
物
を
展
示
し
ま
す
。
健
康
な
方
で
 

も
ち
ょ
っ
と
見
て
お
く
と
、
い
つ
か
役
 

立
つ
時
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
来
ら
れ
 

た
方
に
は
、
 

「
老
人
の
家
庭
看
護
の
実
 

際
と
ポ
イ
ン
ト
」
 
の
冊
子
を
さ
し
上
げ
 

ま
す
。
 

つ
れ
づ
れ
に
⑩
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 
松
本
た
か
し
 

〇
峡
若
葉
庭
の
一
隅
孔
雀
小
屋
 

〇
ゆ
ず
り
受
く
ベ
ッ
ド
に
身
横
若
葉
風
 

讐
。
、
％
菩
ミ
童
ミ
曹
え
古
ミ
曹
。
×
ミ
宜
古
え
§
曹
曹
×
古
え
．
菩
ミ
膏
§
×
妾
膏
葦
譲
 

γ 

曹 ◆第13回天神旗争奪西日本少年 

曽 空手道大会 6月12日（日） 

葦 《小学校6年〉 
'，' 

膏 ！形の部】篠崎 敏幸、4位 

妾 【組手の部】篠崎 敏幸、3位 

童 〈中学校1年》 

【形の部】長野 秀裕、優勝 

坂田 早苗、3位 

【組手の部】長野 秀裕、準優勝 

麓．:.;.：中×．・．%，く

敵なしの空手、その後の結果報告 

◆第6回福岡県少年空手道練成大会 

7月3日（日） 

《小学校3年》 

【組手の部】毛利 哲也、3位 

《小学校4年》 

【組手の部】峯岡 淳、優勝 

【形の 部】峯岡 淳、 4位 

《小学校6年〉 

【形の 部】篠崎 敏幸、準優勝 

〈中学校1年〉 

【組手の部】長野 秀裕、優勝 

●女子の部 

〈小学校5年》 

【組手の部】水永 宏佳、3位 

〈中学校1年〉 

【組手の部】坂田 早苗、準優勝 

【形 の 部】坂田 早苗、優勝 

：・；・：・x・：・×・；く,；・×・：・：・×・x・：・：・：・：・；・：・×・×く・：・：・：・x・に・：・×・：・：・×・：・：・：,×・；・：・：・：・：・：・：くく中：ー×く・：・：・×・×・xく・×く・：・：・x・x・：・；・ 

〇
梅
雨
に
入
る
気
温
の
高
下
用
心
肝
要
 

〇
老
鴬
や
奉
仕
の
散
髪
順
を
待
つ
 

〇
雨
を
待
つ
紫
陽
花
の
美
咲
き
ほ
こ
る
 

〇
慰
問
舞
踊
ふ
り
付
け
上
々
梅
雨
あ
い
 

間
 

〇
大
つ
ぶ
の
枇
杷
の
そ
へ
ら
れ
誕
生
会
 

〇
ナ
イ
タ
ー
の
セ
パ
リ
ー
グ
戦
イ
ヤ
ー
 

ホ
ー
ン
で
 

〇
梅
雨
前
線
北
上
雷
と
降
り
は
げ
し
 

と
 

〇
綱
窓
完
了
廊
下
開
け
放
ち
風
通
す
 

〇
黒
字
国
中
東
ア
ジ
ア
へ
手
を
延
ば
す
 

〇
竹
下
首
相
サ
ミ
ツ
ト
の
席
荷
の
重
し
 

全国戦没者追悼式一15日（厚生省） 道の日  10日（建設省） 



(8) 

選挙人名簿を縦覧します 

) 

9月1日現在で登録した人の選挙人名簿を 

次のとおりお見せします。 

⑥縦覧期間＝=9月3 日（土）~7 日（水）5 日間 

＠縦覧場所一役場、総務課窓口 

⑥対象者一今回登録した方は、昭和43年9月 

2 日までに生れた方で、昭和63年 

6月1日までに転入届、または住 

民票が作成され、 9月1日まで引 

き続き住民基本台帳に登録されて 

いる方です。 

現況届は9月10日までに 

児童扶養手当、特別児童扶養手当を受けて 

いる方は、 8月11日から9 月10日までの間に 

現況届を役場に提出することになっています。 

この届出を忘れると、引き続いて受給でき 

る資格があっても、支払いを受けることがで 

きなくなりますので、必ず期日までに提出し 

て下さい。 

児童手当の内容や届け出の手続きなど詳し 

いことは、役場福祉係にお尋ね下さい。 

ゴミ・し尿収集の盆休み 

③ゴミ収集 

盆休みはありません。 平常どおり収集しま 

すが、 8 月14日は日曜日ですので休みます。 

したがって不燃物埋立地の利用もできません。 

③し尿処理 

8月14日（日）から16日（火）までが盆休みです。 

したがって7 日（日）、 13日（Dは平常どおり収集 

します。 

お鑑の救急診療は 

休日救急医療センターは急病や事故などで 

負傷した救急患者に応急的診療を行う施設で 

す。診療日、科目は次のとおりです。 

診 療 日 日曜・祝日および8 月14日・15日 

昼 
受付時間 9 : 00-16 : 30 

診療科目 内科・小児科・外科 

夜 
受付時間 18 : 00-22 : 30 

診療科目 内 科・小児科 

田川地区休日救急医療センター 

田川市新町11番47号ff45-7199 

県民手帳受け村けています 

例年のとおり10月下旬に発売される 

県民手帳の申し込みを受け付けてい 

ます。 

＠大型版 380円 

＠普通版 290円 

〇間い合せ・申込先 役場、総務課 

企画係廿28- 2 0 0 4（内243番） 

誤ちは二度と 
：・×くくくくくくくくくくくくくく・×くくく・x・×・×・×・ 

くり返えさない 

日 時 刻 場所 

8月 
6日田 

午前 
8時15分 1

車
)
消
 

第
防
議
目
前
う
 

、消 
(i
i 

場
目
前
4

車
松
 

役
分
庫
第
防
く
 

8月 
9日因 

午前 
11時2分 

8 月 
15日（月） 正 午 

川川“川川川川川川I川川川川I'll川川川H川“川川川“川川“川川I'll川I'll川川Hl 

私たちの大切な全てのもの 

を奪い去ってしまう戦争。 

この誤ちを二度とおこさな 

い決意を込めて、表のとおり 

サイレンを鳴らします。サイ 

レンに合わせて1分間の黙と 

うに御協力下さい。 

I川I川川川川~川川川I'll''川川川川川川“川III川I'll'川川川川川I川川川”川川I川 

道
路
は
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
 

1

8
月
は
「
道
路
を
守
る
月
間
」
で
す
ー
 

道
路
は
昔
か
ら
物
資
の
流
れ
に
大
き
 

な
役
割
を
果
た
す
交
通
の
場
で
あ
る
と
 

同
時
に
文
化
や
歴
史
が
行
き
交
う
コ
ミ
 

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
 

ふ
だ
ん
、
わ
た
し
た
ち
は
水
と
空
気
 

と
同
じ
よ
う
に
、
道
路
の
大
切
さ
を
忘
 

れ
が
ち
で
す
が
、
そ
の
果
た
す
べ
き
役
 

◆
労
働
保
険
（
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
）
 

の
加
入
手
続
き
は
済
み
ま
し
た
か
 

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
 

事
業
所
、
商
店
は
労
働
保
険
に
加
入
し
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
法
律
で
定
め
 

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

事
業
主
の
責
任
と
し
て
、
ま
た
従
業
 

員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、
未
加
入
 

の
事
業
所
は
一
日
も
早
く
手
続
を
し
て
 

下
さ
い
。
 

割
や
使
命
に
は
計
り
し
れ
な
い
も
の
が
 

あ
り
ま
す
。
 

毎
年
八
月
は
「
道
路
を
守
る
月
間
」
 

で
す
。
共
有
の
財
産
で
あ
る
道
路
を
子
 

孫
の
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
も
 

道
路
は
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
 

利
用
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
 

⑨
問
い
合
せ
・
ご
相
談
 

田
川
公
共
職
業
安
定
所
雇
用
保
険
適
 

用
課
 

廿
 44 

1
0
2
9
1
 

◆
重
度
身
体
障
害
者
に
対
す
る
日
常
生
 

活
用
具
の
給
付
（
貸
与
）
 

在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
に
、
日
常
 

生
活
用
具
の
給
付
（
貸
与
）
を
し
て
い
 

ま
す
。
御
希
望
の
方
は
役
場
福
祉
係
ま
 

で。 

廿
 28 

1
2
0
0
4

（
内
翻
番
）
 

今
年
は
本
当
に
変
な
気
候
で
、
梅
雨
 

の
時
期
に
ほ
と
ん
ど
雨
は
降
ら
ず
、
梅
 

雨
明
け
と
同
時
に
、
「
ド
カ
雨
」
。
気
温
も
 

夏
と
い
う
に
は
、
涼
し
過
ぎ
る
く
ら
い
。
 

い
つ
も
の
年
な
ら
、
「
暑
い
」
「
あ
つ
い
」
 

を
く
り
返
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
役
場
 

の
中
が
、
今
年
ば
か
り
は
、
こ
の
声
も
 

聞
か
ず
、
し
か
し
、
能
率
的
に
仕
事
が
 

さ
れ
て
い
る
か
？
・
自
分
自
身
に
問
う
と
 

こ
れ
が
毎
年
と
ま
っ
た
く
同
じ
。
結
局
 

「
暑
い
」
 
の
を
言
い
訳
に
し
て
、
な
ん
 

と
か
、
き
つ
い
事
か
ら
逃
が
れ
る
と
い
 

う
訳
。
 

「
苦
し
い
事
、
困
難
な
事
に
は
 

正
面
か
ら
立
ち
向
う
」
こ
れ
で
新
し
い
 

道
が
開
け
る
。
そ
う
で
す
が
、
私
の
場
 

合
は
、
脇
道
ば
か
り
で
ー
。
 

8月は国民健康保険税（3期）と町県民税（2期）の納期月です 


